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問題バンク

【問題バンクの概念】

作成した問題は、デフォルト設定の場合、コース内の「問題バンク」という領域にカテゴリが
作成され、自動的に蓄積されます。
そのため、一度作成した問題は、コース内の複数の小テストに活用することができます。
しかし、コースをまたいだ問題の活用は出来ません。

これがMoodleにおける問題バンクの基本概念です。

【問題バンクと小テストの関係性】

Moodleの小テスト機能は、まず「枠組み」を作成し、枠組みに問題をセットします。

つまり、小テスト（枠組み）に配置した問題は実体ではなく、問題バンクの問題を参照してい
る形になるという点に注意が必要です。

そのため、問題バンクの問題を修正した場合、セット先の小テストは修正後のデータが参照さ
れます。

このことから、小テスト稼働後に修正を行うと、受験者によって問題の相違が生じる可能性が
懸念されます。

従って、稼働後の小テストの編集は非推奨です。

なお、学生がどの段階での問題を受験したかは、「受験結果」から確認することができます。

【参考】

他コースでも同じ問題を活用したい場合は、問題の作成時に、コースよりも権限の高い位置の
問題バンクに問題を格納する必要があります。（コースカテゴリ配下/サイト配下）

この場合、教師権限では問題の作成や小テストへのセットをすることが出来ず、管理者がコー
スを作成することになります。

また、ミスオペレーションからの情報流出の危険性もあるため、運用には深い知識が必要です。

問題バンク

作成した問題は「問題バンク」という仕組みで管理します。
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